
        

           

  

      

        

 

     

                        

      

 
 
 
 
 
 
 

 

 

答えＤ 

答えＣ 

Ａ 
意味が 

分かる 

前回、「答えを知っている」教師の発問は、「答えを知らない」子どもにとって、「テスト」であると書きまし

た。子どもにとっては「口頭試問」になります。それで、クラスに５つの「分裂」が起きます。その「分裂」を

どう克服していくか、それが教師に問われるのです。 

元宮教組委員長であり、３月で学校を離れ、 

4月からみやぎ教育文化研究センター所長になった 

高橋
たかはし

 達郎
たつろう

先生 のミニ講座です。 

様々な学習会が中止される中で、 

ここが学びの場となればと思います。 

 

こう考えると、全員参加の授業を作るポイントは、 
 

（１）発問の「分かりやすさ」、子どもの興味を引く「問い」の吟味 

（２）B の子どもへの教師の働きかけ（「もう一度言ってください」「意味が分かりません」などと要求する

ことを授業の中で大切なこととして教え、言えたらほめること） 

（３）AからBへ、BからAへの働きかけ（隣の友達がどんな様子かを気遣うクラス） 

   ・A から B への働きかけ（「今聞いていた？」「意味わかった？」「先生もう一度言ってください」「分

かりやすくいってください」とAが代弁） 

  ・B から A への働きかけ（「今先生なんて言ったの？」「ねえねえ、ここどういう意味？」など、困っ

たことを隣の子に聞くことの大切さを教える。） 
 

こうしたことを子どもの言動で発見したら、教師は、見逃さずほめていくことで、みんなで学ぶクラスの

雰囲気を作っていきます。「分裂」を利用して「結びつき」を作っていくのです。そして、分裂⑤で学び合い！ 

では、勉強の苦手な子どもたち（分裂②Ｂ、分裂③Ｂ）をどう参加させていくか。それは次回で。 

発問 

Ｂ 
聞いて 

いない 

分裂① 

Ｂ 
意味が 
 分からない 

Ａ 
答えが

分かる 

Ｂ 
答えが 
 分からない 

Ａ 
手を 

挙げる 

Ｂ 
手を 
 挙げない 

答えＡ 

答えＢ 

・・・ 

Ａ 
聞いて 

いる 
分裂② 分裂③ 分裂④ 分裂⑤ 

多
様
な
考
え
で 

学
び
合
い 

１０／３（土） 
１３：１５～１５：００ 

せやろがいおじさんとの オンライントーク集会 

参加申込みはこちらから👉 

お知らせ 
学習会の 

詳しくは、 

チラシで 

 

分会に発送された 

 
Ｃｈｅｃｋ！ 
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